
様式 (2)

請 負 者

測 定 者

注　１． ３． ５．

２． ４． ６．
７．

 標題は、厚管理図表、基準高管理図表、のり長
管理図表等を記入する。

 月日欄は、当該測点実測の月日を記入
する。

 図表に許容範囲の線を朱書で記入する。
 記事は、手直の処置等を記入承諾印を押

記　　　事

 工事名は、土工、路盤工、側溝工、のり覆工、
のり留工等記入する。

 番号は、あらかじめ測点を定め、起点
から終点に向って順序に記入しておく。

 設計量との差の単位を定め、目盛に数値
を記入する。

月　　　日

設
計
値
と
の
差

(

単
位
㎜

)

基準高EL1
ワイズ　太郎-40～+40(-20～+20) mm

番　　　号

サンプル工事 舗装工 工程能力図

（株）フクザワコーポレーション

0

+40

-40

No.0

8/1

No.1

8/2

No.2

8/2

誤差の最大値=35

No.3

8/3

誤差の最小値=-35

No.4

8/3

No.5

8/4

No.6

8/4

No.7

8/5

No.8

8/5

No.9

8/6

No.10

8/9


